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研究成果の概要（和文）：土器残存脂質分析や安定同位体分析の手法を用いて、日本列島における縄文時代から
弥生時代への生業・食性・調理行動の移り変わりを実証的に追跡しようとした。最終年度の2020年度には、朝鮮
半島・北部九州・中部高地・東海・関東・東北など日本各地の遺跡から出土した土器400点余りから抽出した残
存脂質をガスクロマトグラフィーによって分析し、生物指標の有無や特定化合物の異性体比率を検討した。その
結果に基づき地域・時期による資源利用の変化を追跡したところ、縄文時代から弥生時代の移行期における水産
資源や植物資源の利用状況の変化が、地域によって異なるパターンを見せることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This project aims to empirically trace the transition of subsistence, food 
habits, and cooking behavior from the Jomon to the Yayoi period in the Japanese archipelago using 
lipid residue analysis of pottery and stable isotope analysis. In the final year of the project 
(2020), lipid residues extracted from 400 pottery vessels excavated from sites in Northern Kyushu, 
Central Highlands, Tokai, Kanto and Tohoku regions of Japan were analysed by gas chromatography to 
determine the presence or absence of bioindicators and the ratio of isomers of specific compounds. 
Based on the results, we traced the changes in the use of resources according to region and period, 
and found that the changes in the use of fishery and plant resources during the transition period 
from the Jomon to the Yayoi period showed different patterns depending on the region.

研究分野：考古生化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究により、今までは偶発的に残された動植物遺体や、石器組成・遺跡立地などの間接的な証拠に基づいて
議論されてきた縄文時代から弥生時代への生業・食性・調理行動の移り変わりについて、実際に調理していたも
のを地域間で比較することにより、より鮮明に地域色を浮き彫りにすることができた。また、一かけらの土器片
にも、当時の調理行動を復元するための極めて重要な情報が含まれていることを示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

1939年に弥生時代が稲作に代表される食糧生産の時代と位置づけられて以来（山内清男

『日本遠古之文化』）、縄文時代から弥生時代への転換は、朝鮮半島を経由した大陸からの影

響を受けて生業が大きく変化した社会的変革として認識されてきた。近年では、山東半島か

ら朝鮮半島、そして日本列島へと農耕文化が伝播した過程が詳細に追跡されている一方（宮

本一夫 2009『農耕の起源をさぐる』）、例えば朝鮮半島と日本では農耕の具体的な形態、特

に畑作と稲作の比重に大きな違いがあることも指摘されてきた（後藤直 2006『朝鮮半島初

期農耕社会の研究』）。他方、大陸的農耕文化が及ばなかった日本列島の北と南の地域におい

ては、狩猟採集漁撈により重きを置いたアイヌ文化と琉球文化という独自の文化が発展し

た（藤本強 1988『もう二つの日本文化』）。 

 このような大枠の中で、各々の文化圏に生きた人々がどのような食料資源に依存しつつ

固有の文化を育んでいったのか、様々なアプローチが試みられてきた。当該時期の人々がど

のような食物を消費していたかについては、植物遺体（那須浩郎 2014『国立歴史民俗博物

館研究報告』187）、動物遺体（山崎健 2015『日本考古学』39）、遺跡の立地（中山誠二 2010

『植物考古学と日本の農耕の起源』）、石器組成（国立歴史民俗博物館 1997『農耕開始期の

石器組成』）、石器の使用痕（御堂島正 2005『石器使用痕の研究』）、土器の器種構成（佐藤

由紀男 1999『縄文弥生移行期の土器と石器』）、土器の使用痕（小林正史 2011『土器使用痕

研究』）などを手がかりにした研究の蓄積がある。近年ではこれに加え、土器の圧痕（小畑

弘己 2015『タネをまく縄文人』）や残存デンプン粒（渋谷綾子『古代文化』67-1）の研究の

進展により、食用植物に関する新しい情報が得られるようになった。また、地球化学的方法

の導入も進んでおり、人骨コラーゲンの炭素・窒素安定同位体比をもとにした栄養源の検証

（米田穣 2010『科学』80-4）や、土器付着炭化物の塊状試料炭素・窒素安定同位体比分析

（小林謙一 2014『国立歴史民俗博物館研究報告』185）が行われており、前者では縄文時代

から弥生時代における北海道・本州周辺・沖縄のそれぞれ独自の食生態のパターンが抽出さ

れ、後者では弥生文化の範囲内での土器による調理物の地域差が指摘されるなど、多くの成

果をあげている。 

以上に代表されるような成果の数々は、縄文時代から弥生時代への移り変わりの実態を

生業や食性という視点から理解するための極めて重要な情報を提供しているが、それで全

てが明らかになったとは言い難い。日本列島では酸性土壌の影響で人骨が残りにくく、植

物・動物遺体の残存度は遺跡自体の環境によって大きく左右されるので、食糧資源を直接的

に反映する有機物試料を得にくい。その点で遺跡の立地や石器・土器は網羅的に検討できる

点に強みがあるが、これらが具体的にどのような食物と関連しているのかの直接的検証は、

少なくともごく最近までは難しかった。また、人骨コラーゲンの安定同位体比には摂取され

たタンパク質が反映されるが、同じく重要な栄養素である脂質は反映されない。逆に塊状炭

化物試料にはタンパク質・脂質・炭水化物など多様な要素が混在しているために、その由来

の同定には現在想定されている以上の困難が伴うと共に、付着物のない土器にはこの方法

が適用できない（庄田・クレイグ『日本考古学』2017）。 

そこで本研究では、従来の分析法において不足していた部分を補う有力な方法として、こ

れまでこの時代・地域で試みられていなかった土器残存脂質分析（詳細については「研究計



画・方法」の欄を参照のこと）を用いることで、縄文―弥生移行期の食性変化に関する新し

い、そして格段に具体的な知見を得ることを試みる。例えば、ある土器群で調理された対象

物に海産物の寄与はどの程度あるのか、あるいは淡水産のものをより多く調理していたの

か。キビのような畑作物の重要度は高かったのか、低かったのか。シカのような反芻動物は

どの程度土器で調理されていたのか。主として英国で進んだ土器残存脂質分析の方法上の

革新により、様々な新しい問いかけが可能になっている。こうした土器を用いた調理対象物

の復元を軸に、これまで豊富に蓄積されてきた様々な方法による情報を最大限活用し、総合

的に検討することが有効と考える。 

 

２．研究の目的 

縄文時代から弥生時代への移り変わりは、稲作に代表される本格的な食糧生産の開始に

より社会全体に様々な変化が引き起こされた、日本先史時代の極めて重要な転換点と認識

されており、多くの研究の蓄積がある。しかし、この移り変わりが各地で具体的にどのよう

な食性の変化を伴ったのかは、実はあまり明らかではない。そこで本研究では、最先端の考

古生化学的手法である土器残存脂質分析を用いて、弥生文化の広まった地域内（北部九州・

中部高地）および地域外（北海道・南島）、さらには弥生農耕文化を生み出す母胎となった

大陸（特に朝鮮半島）における土器の用途（調理対象物・使い分け）を比較することで、弥

生文化の出現・広がりと土器による調理対象物の傾向、ひいては食性そのものがどのように

関連するのかを具体的に明らかにする。 

 

３．研究の方法 

朝鮮半島・日本列島の各遺跡から出土した土器の胎土および付着物から残存脂質を抽出

し、調理対象物の由来を明らかにする。特に有機物の残存が良好な試料については、残存タ

ンパク質分析を合わせて用いることで、より詳細な起源推定を行う。山東半島においてはイ

ネとアワ・キビの優劣によって土器利用にどのような相違が生じるのか、朝鮮半島において

はアワ・キビ農耕地域に稲作が導入された時期に土器利用にどのような変化が生じるのか、

そして日本列島においては弥生時代の到来とともにどのような土器利用上の変化が生じ、

それは続縄文文化や貝塚文化の地域を含めた日本各地でどのように異なっていたのかを、

得られたデータに基づきつつ様々な考古学的情報と総合して考察する。 

 

４．研究成果 

土器残存脂質分析や安定同位体分析の手法を用いて、日本列島における縄文時代から弥生

時代への生業・食性・調理行動の移り変わりを実証的に追跡しようとした。最終年度の 2020

年度には、朝鮮半島・北部九州・中部高地・東海・関東・東北など日本各地の遺跡から出土

した土器 400 点余りから抽出した残存脂質をガスクロマトグラフィーによって分析し、生

物指標の有無や特定化合物の異性体比率を検討した。その結果に基づき地域・時期による資

源利用の変化を追跡したところ、縄文時代から弥生時代の移行期における水産資源や植物

資源の利用状況の変化が、地域によって異なるパターンを見せることが明らかになった。 
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